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研究成果の概要（和文）：後期更新世から完新世への移行期の変化は新石器化のプロセスと言われ、現在、その
変化が多様であることから、地域に特化した事例研究が求められている。本研究では南九州に焦点を当て、後期
旧石器から縄文時代草創期・早期への技術と行動の変化および環境変動との関連性を探った。結果、海面の上昇
が、縄文時代草創期の土器技術の採用や早期への移行と関連し、気候変動が縄文時代早期への移行と、気候の温
暖化と植生の変化が縄文時代早期における技術の変化や地域的な人口増加と連動している可能性が推定された。
縄文時代草創期については種子島と南九州本島との間で土器の技術的な変異性が明らかになったため、今後その
理由を解明していきたい。

研究成果の概要（英文）：Changes that occurred during the late Pleistocene to Holocene transitions 
are often called the Neolithization processes. Because of the large variability in these 
transitions, in-depth investigations of regional cases are now required. In this project, we focus 
on the Upper Paleolithic to Incipient and Initial Jomon transitions of southern Kyushu, Japan, 
thoroughly investigating the correspondence between technological and paleoenvironmental changes. 
The results suggest that sea level changes correspond with the adoption of pottery at the onset of 
the Incipient Jomon and change to the Initial Jomon. The transition to the Initial Jomon is also 
associated with climate change. A regional population increase and technological changes during the 
Initial Jomon may correspond with climatic warming and vegetational change. During the Incipient 
Jomon, ceramic technological variability between Tanegashima and Kyushu proper is observed. In a 
future project, we will investigate the reasons.

研究分野： 考古学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
新石器化のプロセスの研究事例として、南九州において、後期旧石器から縄文時代草創期･早期への変化の理由
を土器・石器技術の製作過程の再構築および古環境･景観の変化との比較から探ること。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 
1. 研究開始当初の背景 
後期更新世から完新世への移行期は気候変動や温暖化ともに動植物の栽培化、定住化、土器
技術の発達、磨製石器の使用など様々な変化が起こり、その変化は新石器化のプロセスと言
われている。この原点となるのが「新石器革命」の理論（Childe 1951[1936]）であるが、近年
では色々な研究がなされ、新石器化の背景と過程には地域間および地域内の多様性があるこ
とがわかってきた（e.g., Flannery 1969, Gibbs 2020; 森先 2015; Piperno 2011; Zeder 2009）。日本
列島では後期更新世終末の縄文時代草創期（約 15,000-11,500/11,000 cal BP）が新石器時代の
始まりを理解するための鍵とみられる。後期旧石器から、縄文時代草創期を挟み、縄文時代
早期に位置づけられる膨大な数の遺跡が発見され、発掘調査データが蓄積されている。その
中で南九州は特に、最終氷期最盛期（LGM）以降、温暖な気候環境の中で温帯森林が残存
し、ca. 12,900 cal BP に始まるヤンガードリアス寒冷期も激しい変化に見舞われなかった（飯
塚他 2016；三宅 2013）。竪穴式住居、土器、大型磨製石器など定住度を示す遺構や遺物が日
本列島で最も早い縄文時代草創期（14,000/13,500-12,800 cal BP）から認められ（Iizuka and 
Izuho 2017; Morisaki and Sato 2014; Pearson 2006）、遺跡の発見数も多い。また、縄文時代草創
期の文化層の上に薩摩テフラ（ca. 12,800 cal BP）が分布し、年代が良く把握されている。こ
のことから南九州は新石器化のプロセスに関わる研究に適している。 
 
２．研究の目的： 
 本研究の主な目的は南九州における LGM 以後（ca. 19,000〜）の後期旧石器から、縄文時
代草創期・早期移行期（ca. 14,000/13,500-7,300 cal BP）の石器･土器技術の変化と行動組織
の変化を推測し、それを古環境･遺跡の立地の変化の種類およびタイミングと比較すること
により、新石器生活への行動変化の理由を探ることである（e.g., Clark et al. 2012; Iizuka and 
Izuho 2017; 桑畑 2013）。土器・石器技術に関しては、製作過程を再構築することから、生
産･流通のパターン、南九州内での技術的変異性、定住度、移動度、交換、および製作者の
意図を推測する。また、それらの技術的パターンと景観･古環境分析結果を合わせ、総合的
に考察する。 
 
３．研究の方法 
 南九州の後期旧石器時代、縄文時代草創期、および早期の考古学資料を対象とした研究を
実施する。土器製作過程分析と石器製作過程分析を分析の柱として実行し、その結果を遺跡
景観データおよび古環境データを加えて総合的に考察する。これにより、各時期の人間の技
術と行動が具体的にどう組織され、どう変化したのか説明する。発掘報告書掲載データおよ
び実資料の分析を遺跡毎に進めるとともに，周辺地域のデータ収集も並行しておこなう。南
九州の人間行動の組織と変化に関する説明をまとめ、遺跡景観・古環境データを加えて議論
し、最終的な成果をまとめる。 
 
4．研究成果 
 研究代表者等は本研究期間中の各段階の成果として複数の国内•国際誌論文を発表し、国
際学会において発表を行った。 
 南九州では、鹿児島県立埋蔵文化財センターに収蔵されている中尾遺跡、向栫城跡遺跡、
仁田尾中Ａ・Ｂ遺跡、西丸尾遺跡、桐木遺跡、加治屋園遺跡、三角山 I遺跡、の縄文草創期
の土器技術の視覚的分析および実体顕微鏡を使った分析を行った。中尾遺跡、西丸尾遺跡お
よび桐木遺跡については縄文時代早期土器技術の基礎的データも得た。西丸尾遺跡および加
治屋園遺跡については石器分析を行った。また鹿児島県西之表市教育委員会を訪問し、鬼ヶ
野遺跡･二本松遺跡の縄文時代草創期土器および奥ノ仁田遺跡の縄文時代草創期・早期土器
技術の基礎的なデータを得た。奈良文化財研究所･森先一貴博士の協力を得、石器の製作工
程の分析もなされた。また、南さつま市教育委員会（歴史交流館金峰）を訪問し、栫ノ原遺
跡・志風頭遺跡の縄文時代草創期・早期土器技術の基礎的なデータを得た。 



 三角山 I遺跡、掃除山遺跡、建昌城跡遺跡、奥ノ仁田遺跡、および鬼ヶ野遺跡に関しては
アリゾナ大学のパメラ･バンディバー博士の協力を得、遺物の視覚的分析とゼロラジオグラ
フィーによるデータを組み合わせ、縄文時代草創期土器の成形技術分析を行った。また、土
器の生産地同定のため、原材料採取を行った。三角山 I遺跡の縄文時代草創期土器と原材料
の薄片分析および地質図観察から産地同定を行った。これらの遺物を使い、ミズーリ大学の
ジェフリー･ファーガソン博士が放射化分析を行い、共同で、化学組成に基づく産地同定を
行った。また、鹿児島県立埋蔵文化センター馬籠亮道氏、鹿児島大学総合研究博物館、熊本
県人吉市教育委員会、熊本県湯前町教育委員貝の調査専門家の協力を得、ファーガソン博士
も加わり、黒曜石遺物の産地同定を行うため、鹿児島県および熊本県で巡検を行った。三
船、上牛鼻、下牛鼻、桑木津留、小原野、竹屋敷、魚見岳、宮ヶ浜、今和泉において黒曜石
資料の採取を行った。ファーガソン博士は現在黒曜石資料の蛍光Ｘ線分析を終了し、放射化
分析結果との比較を行っている。 
 この他、南九州においての土器の起源と新石器化を東アジア・北東アジア全体の中で理解
するため、ロシア、トランスバイカル州立大学およびロシア科学アカデミー･シベリア支部
を訪問し、ウスチメンザ、ストゥデョノエ、ガーシャ遺跡出土土器遺物の基礎的データを
得、東京都埋蔵文化財センターに収蔵されている多摩ニュータウン遺跡出土の縄文時代草創
期土器分析、モンゴル科学アカデミーに収蔵されているモンゴル東部草原地帯、および南東
部ゴビ砂漠の初期の土器分析、東京大学夏木大吾氏によって北海道タチカルシュナイ遺跡
M-I地点から発掘された縄文時代草創期の土器分析を行った。また東･北東アジアの土器の
使用および新石器化の開始時期が、推測される北東アジアから新大陸への人間の移動時期と
一部重なるため、それに関わる論文を執筆し、オレゴン大学、ローレン･デイビス博士の率
いる、北東アジアからアメリカ大陸への後期更新世の人間の移動に関する研究に加わった。 
 総括的研究発表で顕著なものとしては、飯塚文枝はセントラルワシントン大学のカリー
サ・テリー博士とともに、アイルランド、ダブリンで行われた国際第四紀連合（INQUA）
にて旧大陸における土器の起源に関するシンポジウムを組織し、そのシンポジウムにて三角
山Ｉ遺跡の土器産地同定と人間の行動組織およびトランスバイカル土器の起源と年代に関す
る研究発表を行った。その後、飯塚とテリー博士は INQUA シンポジウムの発表者が投稿す
る論文の特集号を Quaternary International 誌に組み、編集し、間もなく出版される予定であ
る。 
  これらの研究成果から以下のことが指摘される。種子島の鬼ヶ野遺跡、二本松遺跡、奥ノ
仁田遺跡および三角山 I遺跡の土器を比較 （飯塚他 2016, 2021; Iizuka and Izuho 2017）する
と、鬼ヶ野および三角山 I遺跡の土器は一部遠距離から持ち込まれた可能性がある。三角山
I遺跡の土器は当初花崗岩系の岩片の少量含まれた土器片も島外由来と推測していたが、土
器薄片と EPMA 分析、原材料の薄片との比較により最大 1４％の土器片（花崗岩由来･AT テ
フラ由来）のみが島外から持ち込まれたと推定された（Iizuka et al 2021）。放射化分析から
も同様の結果が得られた（Iizuka et al. 2021）。三角山 I遺跡と鬼ヶ野遺跡の生産･流通、定
住･移動のパターンは類似していたと考えられる。土器製作者の定住度は高いものの、
Fitzhugh et al. (2011)を参照し、ある程度、遠距離で狩猟採集する島外のグループと交換をし
ていたと考えた。また、鬼ヶ野遺跡と三角山 I遺跡は胴部器厚やモース硬度が似ており、製
作者の意図が類似していたと言える。奥ノ仁田遺跡の土器観察を行った資料に基づくと、現
地で生産消費され、遠距離運搬の形跡はなかった。他遺跡より土器の硬度が高い傾向にある
ため、製作者が耐衝撃や長期に渡る使用を優先した可能性がある。二本松遺跡は遠距離から
持ち込まれたと推測される土器片はなく、その硬度も低い傾向にあった。土器の成形方法は
いずれも重ねた平塊を中心としたが、奥ノ仁田遺跡などでは、一部、口縁部に粘土紐が使わ
れている形跡が認められる（飯塚他 2021）。 

森先博士（e.g., 飯塚他 2021; Iizuka et al. 2020）による石器分析では、三角山 I遺跡および
鬼ヶ野遺跡は石鏃が多いものの、形状や大きさ、技法が多少異なり、頁岩円礫を用いた両極
技法が中心である。両遺跡とも島外の遠隔地から得られた原材料による石鏃が一定数認めら



れる。石鏃の数は鬼ヶ野遺跡が圧倒的に多く、集中的に製作されたと推測された。奥ノ仁田
遺跡は集石、敲石、磨石、および石皿が多く、剥片石器はわずかで、植物質食料の加工や調
理の場だった可能性が推定された。 
 九州本島の鹿児島県、中尾遺跡（飯塚他 2019）、向栫城跡遺跡（飯塚他 2019）、建昌城
跡遺跡（飯塚他 2018）、および掃除山遺跡（飯塚他 2018）の視覚的分析からは、土器は遺
跡の近くで得られる原材料で作られ消費されたと推測された。土器のみのデータからは定住
度の高さが推測された。成形方法は主に平塊を使用している。掃除山遺跡は建昌城跡遺跡の
土器技術分析の結果は、遺構や石器の変異性のパターンと類似して、掃除山遺跡の土器が建
昌城跡遺跡より象徴的な社会的行動の目的も含め、使用意図や使用方法の種類が多かった可
能性を示した。中尾遺跡および向栫城跡遺跡出土土器は際だった技術的変異性は認められな
かった。両遺跡ともモース硬度が低く含有物が砂であることは耐衝撃よりも耐火性が重視さ
れたと推測された。 
 全体として、後期旧石器後半期期から縄文時代草創期にかけて石器や遺構の多様性が増え
（Iizuka and Izuho 2017）、南九州の環境と技術変化の関係は、海面の上昇による種子島と九
州本土の分離と鹿児島湾の形成が（Moriwaki et al. 2015）、縄文時代草創期の土器技術の採
用と早期への変化、ヤンガードリアス期への変化も縄文時代草創期から早期への移行と関連
し、気候の温暖化と植生の変化が、縄文早期における土器技術、石器技術の変化および地域
的な人口増加と連動している可能性が推定された（Iizuka and Izuho 2017）。また縄文時代草
創期の種子島は温暖で資源の多様性が高く、地域間交流の場であった（Iizuka 2018）または
島化に関わる問題を回避するため大隅半島南部などと交換を行っていた可能性が考えられた
（Iizuka et al. 2020）。 
南九州との比較目的で行ってきたモンゴル（Iizuka et al. 2018）およびロシア・トランスバ
イカル、本州および北海道の初期の土器の視覚的分析や考古背景の分析（Izuho et al. 
2021）、文献の調査（Iizuka 2018）からは、（１）放射性炭素年代測定による後期更新世発
生説とは異なり、南中国は農耕への移行期に土器が採用され、トランスバイカルの土器年代
と共により新しい年代である可能性があり、再評価が必要なこと、（２）本州に最も古い確
実性の高い年代が認められること、（３）南九州は地域的に後期更新世に属する年代の信頼
性が最も高く、技術の再構築および行動解釈に適していると指摘した。（４）また、後期更
新世の本州の土器発生年代とベリンジア・アメリカ大陸に人類が渡った時期が一部重なるこ
とは、もし移住者が土器を携えていたならば、本州が起源である可能性があることを推測し
た。 
 これらの研究成果から、南九州の初期の土器を中心とした技術の変異性、環境の変化に対
する狩猟採集民の対応と行動変化についての理解が深まった。特に、土器に関しては、縄文
時代草創期の種子島と南九州本島の違いが明らかになりつつあり、今後、海面上昇と種子島
の縄文時代草創期の開始時期と狩猟採集民の行動戦略との関係に重点を置き、その理由を解
明していきたい。これに加え、南九州の土器の起源と新石器化と東･北東アジアの他の地域
との変異性について明らかにしていきたい。 
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